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「中国の物価問題の現状と課題」
長野 蓮
子
中毘は開放経済政策を推進しているが，最近，物価憲章貴が激しく，人々の
生活に大きく影響する事態が出ている。蒋介石政権下で進行した物価上昇に
次ぐいまの状況は，今後の経済政策の在り方にも深く部わる問題になってい
る。この物価上昇について，中間では真鮮な議論が行われているようで，開
放経済政策の根底に関する事態であるだけに，各種の見解が出されていると
みられる。研究留学生の子箪氏は，最近の中田での物価上昇の状況とその対
策について調べて本稿をまとめた。管理価格と市場価格の関連と物価上昇の
要因，計画経済と市場メカニズムなどに言及しており，興味深い分析となっ
ている。本稿からは中留が抱える問題の大きさとその対応策の検討が，経済
学にとっても重要な課題だということが窺われる。国際シンポジュームにお
いて，本摘は報告された。(長野選)
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I はじめに
ごく最近，北京の人民大会堂でエチオピアの大統領と会見した郡小平氏は
比戦的に物価改革を「一番大きな難関jとのべ， r現在，われわれはこの難関
を突破しているム「大きなりスクを持うが，成功の自信を持っているj(l)と断
している。また， r日本経済新聞Jは「中盟，急増する通貨供給量Jの見出
しの記事で「中国で、は今年に入って通貨供給量が急増，インフレに拍車をか
けているj，r今年第一四半期の消費者物価上昇率は前年同時比11%と初めて
2ケタ台に乗せたj，r李賢鮮中国人民銀行新総裁は，こうした傾向について
.・・…危機感を訴えたj(2)と報道している。
以上によって中国物価改革の一斑がのぞけると思う。物価問題は中国の経
済体制改車をすすめるにあたっての一つのネックになっており，物価高騰を
抑制するのは切実で焦眉の問題である。これは中国囲内だけではなく世界中
からも注目されている。
しかし，これまでの物価改革は成功したか，それとも，失敗したか，価格
改革の方向は正しかったか，ということが問題となろう。
まず，これまでの価格改革の過程を管りみてみよう。
I 1979年以来の価格改革の過程について
1.改革前の18価格体制の特徴と弊警について
前もって，改革前の古い髄格体制の特徴と弊害を紹介しておきたし〉。改革
前において，中国の価格体制には三三つの特徴があったと思、われる。一つは工
農業生産物の価格はほぼ全面的に盟家が定めるということで，生産者は価格
についての権棋をほとんど保持していなかった。二番目の特徴は毘家の
価格政策のもとで大部分の商品の価格は長期に変動しなかったことである。
この二つの特徴によって価格は労働生産性の変化と市場需給状況の変化に応
じることはなかったのである。したがって価格そのものの役割，つまり，競
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争を促すことや需給関係を調節することなどの役割が果せなかったのである。
自の特徴は工業生産物と農業生産物のシェーレが大きかったことである。
を優先的に発展させるという政策のもとに，農業生産物の毘家翼上げ
価格は低く抑えられ，工業製品販売慨格は高く維持されるという状況であっ
た。あたかも農業の負担において工業生産を援助する仕組になっていたわけ
である。この結果，農業生産力は停滞し，農村と都市の格差が拡大すること
となった。
2 .価格体制改革のニつの段階
1979年から1984年にかけての錨格システムの寵整
1979年に，中国の経済体制改革は農村から発足した。農業生産の農家責任
制(つまり戸加請負制度)を推進すると共に，シェ…レを是正するための価
格システム調整を行い，国務説に儲格研究センターが設立された。当該セン
ターは東ヨーロッパのプルスやオタ・シクなど経済学者が推定した理論髄格
にもとづいて 6聞の大きな調整策を提起した。この提案は実行にうつされた。
これによって各謹類の食糧の買い上げ舗格は平均して以前の2.2倍になり，そ
の外に，鉱窟物の価絡が55%，原材料工業製品の価格が45%，鉄道運輸料が
21.6%，食料，油，砂糖と塩を除く食品の販売価格が59.8%上った{九農畏は
シェーレの是正から利益を得て，生産意欲が大きくあがって農業生産は急速
に発展し，農村と都市の生活水準の格差は大i憾に縮小することになった。
かくして， 1984年までの価格改革には次のような特徴があった。一つは農
村経済体制の改革を宵景として，農業生産者の生産意欲を刺激することを目
指しての改革であるということ。二つは農業生産物と工業生産物の価格謹，
ひいては原材料製品と加工製品の価格差しか調整しなかったことである。つ
まり，価格メカニズムについてはあまり触れられることはなかった。三つは
に利議をあたえたと照時に国家財政から消費者に食品補助金を出し，ま
た，商業に補助金を出して食桜，油など基本な生活食品の販売嫡格の安定を
5十ったことである。したがって，都市大衆の消費生活の安定は保証された。
以上の錨格改革は，ほぽ成功したと言える。
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3. 1984年以来の価格管理体制の改革
1984年に，経済体制改革の対象は農村から都市に移り，商工業を含む全面
的な改革が始まった。農業生産の意欲をもっと引き上げるためと商工業企業
の自主権限を拡大することを毘指して価格管理体制の改革が始められた。い
ままで，三回の儲格「放開Jが行われた。「放開j(日本流には手放しのこと)
とは，部ち生産者あるいは経営者が自由に，または闇家の指導のもとに，
定の範閤で自由に{面格を定めるということである。三回の「放i謂Jというこ
とをみると，大部分の農業生産物の価格が「放問」され，更に，一般軽工業
製品と紡織製品及び自用零細商品の錨格が「放関」されている。また，
業製品の価格は，指令的計画で生産した製品を!添いて，指導的計闘で生産さ
れた製品がある程度まで「放開jされ，計間以外の製品はすべて「放開Jさ
れた。結局，市場自由価格と国家指導下の市場価格で流通する商品は農業生
産物の65%，工業消費財の55%，生産財の40%を占めるようになった。
以上の改革によって農工業生産の意欲は刺激され，また，市場競争のメカ
ニズムを導入し，市場需給関係を反映し調節するという価格の本来的な役割
が発揮されはじめた。しかしながら，髄格や経済調節メカニズムの改革は凹
凸のはげしい道をたどっており，今日においても，あまりはかばかしくない
状態である。この点については，次章で紹介したいと思う。
II 現在の状況
1.価格管理体制のニ璽制とその問題点
1984年に始まった価格管理体制の改革が進むにしたがって，価格管理体制
のニ軍制が形成されることとなった。二重制とは手取り卒く言えば，計器価
格と市場価格あるいは計爵髄格と非計踊価格の二重制のことである。いま，
中閣の新関紙上でも，日本の新聞紙上でも，ニ重制価格についての概念には
かなりの漉乱がみられる。剖えば弓十癌価格j，I毘家価格j，I浮動価格」が，
あるいは， I市場価格jやf自由価格Jなどが，いろいろな概念の下に論議さ
れている。二重制を理論的に分析する抽象程度によって概念が違う訳である。
最も抽象的な概念は計聞価格と市場価格(あるいは非計画価格)であり，す
こし具体的に蓄えば，間じ計画価格でも指令的計画価格，つまり国家によっ
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て定められた髄格があるし，指導的計画価格，つまり国家の指導のもとに経
営者によって決められた鏑格もある。もっと具体的に分析すれば，偲格を決
める主体によって指令的価格の中にも，中央政時と地方政府が決める二つの
場合がある。指導的価格でも中央政府が価格変動の眼度を決める場合もある
い地方政府が限度を決める場合もある。指導的髄格または浮動価格とも言
われる。市場価格と非計画価格と告白価格は向じことを指しています。つま
り，国家政策のもとに生産者と経営者が決めた価格である。
以上は理論上の分類であるが，現実には価格の形態はもっと複雑である。
大体，次の五撞類がある。①国家が定めた価棒，つまり国家の物価管現行政
機関としての国家物錨総局が定めた鏑格:②地方政府が定めた価格:③地方
政府関与のもとに毘営宿業が定めた価格:④国家指導のもとに生産と流通の
経営者が定めた錨格:⑤生産企業が定めた価格，以上の五つである。中国の
二葉制儲格にはつぎの3つの特徴がみられる。一つは計踊価格は比較的に安
く，市場価格は比較的に高いということである。二つは各種類の商品は全て
二重の価格をもち，高品の品目あたりニつの錨格がある。三つはニ重価格の
格差が大きいことである。 {~tiえぱ鏑材の二重価格の格差は三倍ぐらいにひろ
カまっている。
髄格の二重制は旧体制から新体制に移転する時期には免れないことだろう。
市場価格の導入は!日体制を打破して経済生活の沈滞状態を一変させた。けれ
ども，今自，ニ重制の弊害が徐々に露景しつつある。最近，アメリカの訪問
客と会見した中間共産党中央書記処書記拐啓立は，r国家から調達した物資の
計画価格と市場価格の格差が数倍になっているので仲介商人に投機の機会を
あたえているJと発言している{九全冨人民代表大会委員長万里も f現在，い
ろいろな違法と紀律違反，例えば流通領域の違法売買，賄賂，ごまかし及び
社会中の不公平はある裡度，計画価格と市場価格が並存する方法と関わって
いることだjとのべている{九ニ重錨格制のもとに国営企業は製品の計画超過
分が数倍の価格で自家販売できるので自家販売の方に力を入れて計繭内の供
給義務を果たさなくなってきた。たとえば鉄鋼企業は，国家計画の安い価格
で原料を調遺してできた鋼材を，やはり安い計闘価格で関連の国営企業に供
給するはずであるものの，高い市場儒格で市場に売り，差益(価格の差によ
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る利益)を得ている。また，流通領域では，二重価格の2去を利用して，転売，
空売り，横流しなどが横行している。
とにかく，二重価格は!日体制を突破するための一時的措置としては意味が
あったにもかかわらず，その格差は投機，賄賂，ごまかしなどの土壌となり，
長期に続けると経済生活に混乱を惹き起こし，正常の競争を妨げると思われ
る。
2.価格システムの犠相
1979年からの価格差の調整によって1983年までに農業生産物の価格は大体
合理的なものとなった。その後，市場メカニズムを利用する経験不足から，
特に各地方の政時が自分の都合によって勝手に価格を調整したので，価格シ
ステムは再び歪みをもたらされた。
例えば，ある地方の致府は砂糖の生産を発展させるため，搾糖涼料として
の砂糖大根(甜菜)慨格を引き上げた。すると，飼料としての玉萄恭の生産
が停滞し，豚肉 るために，玉萄添の価格が引き上げられた。結局，
大立と小麦の価格が一番安くなった。しばらくして，大豆の輸出が減少する
と，また，大豆の価格が引き上げた。最後に小麦の価格が一番安くなって，
としての小麦が不足をきたした。ある分析によると，現在の価格によっ
て利益をうける分野は次の順位になっている。 一番もうけられるのは長距離
叛運業，それから，サーどス業，つづいて商業，交通業，建築業，工業，農
という順位である。農業の中にまず畜産と漁業→それから経済作物(例え
ば搾糖原料，搾油原料，タバコ葉など)→食糧。かくて食糧の鏑格はいま一
度 f谷底jに落ちてしまった。食糧供給が不足すると，肉，王子など食品も
不足し，価格が高騰した。
3 .物価高騰について
最近，陣内外のマスコミで中閣の物価高騰のことが慶々報道されている。
実状がどうであるかと言うと，以下のとおりである。中国国家統計局が公布
した「統計公報Jによると， 1987年度小売物価総水準は1986年に対して平均
7.3%である。その中で，都市及び町での上昇率は9.1%で，農村は
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6.3%である。蕗品別で見れば，食品の上昇率は10.1%で，そのうち肉，魚，
玉子が16.5%，野菜が17.7%，水産物が17%であった。衣服類の上昇率は3.5
%で，その中で羊毛糸が18.1%であった。他に，日用品物は6.1%，薬品と医
療品類は4.6%，燃料類は3.6%，農業生産資料類は 7%であった。 1987年金
年間の賃金従業者の生活費用価格総水準は昨年より8.8%にあがって一部分
の都市での上昇率は10%を突破しだべ霞家統計局の調査によると， 1986年度
に物価高騰により全国賃金従業者の五分のーほどの家庭で実質所得が下った0
1987年の前半期になると，五分のこの家庭で下っている (7)。
物価上昇は正常なー屈もあるだろう。経済学界には経済発展にともなって
物錨総水準が徐々にあがるのは必然の趨勢だとする見解がある。中国にとっ
て，価格シェーレを是正のため農産物の価謡が上がるにともなって物価総水
準がある程度上がるのも当然のことである。けれども物価がこんなに天井知
らずに跳上がるのが正常でないことは言うまでもない。
物価高騰の原屈は何であるかについて検討してみよう。
①工業生産の過熱が第一の原因であろう。中国で一部の経済学者は通貨膨
張を一番の原因としてみとめているが，周知の通り物価水準と通貨発行設の
関に相互関係がみられ，通貨発行超過になると物価があがるとされている。
けれども，中国では通貨発行量は社会経済変動の原因ではなくて結果である。
通貨発行超過は経済過熱の反映にすぎない。
1984年からはじまった価格管理体制の改革は経済過熱の悪条件の下で実施
された。 1984年以来，中国の工業生産は急成長をとげ，連続的に高い成長率
を示した。 1984年度14%，1985年産18%，1986年産8.8%，1987年度16.5%で
あった。今年の五月は昨年同期比17.9%増となっている(ヘ
これだけではなしさらに基本建設規模の拡大も弾みがついて詣止めがか
からない状況にある。大規模な長期的プロジェクトが多すぎる。例えば，昨
年の第三四半期における予算以外の資金インプットは一昨年間期比34.5%増
になっている。その時新しく着工した建設項目が全部工事総数の三分のーに
達するほどである。
工業生産の過熱，特に，基本建設規模の過熱は，三つの聞から物価上昇を
き起した。一つは銀行黛付けが急速に増加したため，通貨の増発をもたら
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した。特に基本建設での投資ではしばらくして市場に商品が供給されないの
で，一方では通貨が増加しながら，他方では簡品供給がこれにJiC;じて増加で
きない局面がみられ，物価高騰のインセンティブになったのは当然のことで
あった。もう一つは原材料産業とエネルギー産業など基礎産業がまだ弱い内
にひたはしりに加工業と基本建設を拡大したため，原材料やエネルギーの不
足が激しくなった。例えば，現在，国家計画によって調達できる鉄鋼材は寄
要の13%だけである。震材料やエネルギーなどの価格があがったのは当然の
ことである。また，もう一つは基本建設投資の中の四分のーは護金などの消
費資金に転化するので，消費資金の膨張をもたらした。食品など消費財が不
足しているので，消費財の価格が上昇した訳である。
第二のj京医は体制改革の各方面の足取りが整合的でないことである。例え
ば，基本建設規模を引き締めたいけれど，なかなか歯止めがかからないとい
ったことである。原田の一つは中央や地方の官僚たちによって自らの政治力
誇示のため強引に進められた工事が多いからである。特に，地方の自治権限
が拡大されたので，地方政府指導者の選挙制度，監督制度がまだ不完全なた
め，かえって地方の基本建設の過熱が拡大した。これは，政治体制の改革が
すすまなければ解決できない問題だと忠われる。いま，中国の財政体制と銀
行体制から見れば，中央銀行をはじめの銀行システムは，まだ財政から独立
していない。中央銀行は実際に財政部(大蔵省)の金庫係と納出係(お金を
出す窓口)に位霞づけられており，国家財政予算に赤字が出ると，政府は，
中央銀行に貸し出しを命令する。かくて，中央銀行は通貨を増発することに
ならざるをえない。
また，生産領域のミクロ体制から見れば国営企業の自主権が拡大されたが，
「親方自の丸」の状況は変わっていない。例えば，黒字になるとボーナスが
増加し，赤字になってもボーナスは減少しないという状況である。原材料や
人件費が上がると，すぐ製品価格に転嫁される。こうすると加工製品の価格
もあがる一方となる。さらに，いまの経詩体制のもとでは社会的ニーズにも
とづく産業構造あるいは製品構造への転換が避し一方には品物が倉庫に積
まれており，他方には需要のある品物が足りないという状態は依然変わって
いない。だからニーズに応じた産出と投入とは比例せず，足りない品物の価
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格が上がることとなる。その外に，一部の毘営生産企業と商業企業は独占的
地位を利用して独占儲格を設定している。
第三の原閣は物価改東設計と実施の問題である。たとえば「隠業には異地
製品の価格が浮動できるjという規定のもとにむだな転売，横流しなどが横
行している。品物が無駄に往復流通して髄格が雪だるま式に上昇するのであ
る。ある話によると，野菜を郊外から北京市内へ10キロぐらい運ぶと，価格
が2倍になる。さらに，空売りで商品が倉庫に置かれたまま数回取引を経る
と価格が数培になる場合もある。物価上昇を;煽ることもおこっている。
価格は本来，投機の土壌である。もし，法律などによる規制措置が不充分で、，
また国営商業の改革がうまくに進行しないと，投機機会が増え物価総水準の
上昇がもたらされるであろう。
lV 物価改革の方向と方法をめぐる論争
1.物価改革の方向
以上のような問題が続出したので，一部ではこれまでの物価改革に疑問が
投げかけられている。彼らは価格の二重制が予想以上に経済生活の混乱をも
たらしたとみている。彼等の見解では，これからは価格，特に重要な生産財
と消費財の価格を厳格に管理すべきであり，物価改革の方向は一層の自由化
ではなくて，計画価格と自由価格の比率を正しく確立することであり，常に，
計闘儲格の一定の比率を守らなければならないとしている。これに対立した
見方は，これまでの価格改革の方向は間違っていないのであり，いまの混乱
は自由価格を導入したためではなくて，逆に二重価格制の時期が長期間維持
されていたからというものである。これからは徐々に自由価格の比率を高め，
計醤価格の比率は縮小して市場儲格のみという体制に移行しなければならな
いとする考えである。
2 .物価改革の早さについて
対立した二つの見解がある。一つの意見は現在物価問題が経済体制改革の
ネックとなっているというものO だから平く物価体制な改革すべきであり，
そうしなければ，他の改革が鵬調に進まないというものである。
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反対の見解は工業生産過熱のもとでは物価の改革はかならず混乱をもたら
す。また，国営企業と所有制の改革がまだ成功していないので物価体制の改
は無理であり，だから先ず，物価改革をやめて，通貨膨張の抑制と企業改
を優先すべきだというものである。
3 .物価抑制j方法についての論争
これについて色々と見解が分れているが，まとめるとこつに大別できょう。
つは物価高騰が激しいので実行力のある行政的方法で抑制しなければな
らないとするものである。
1984年以来，すでに数回，行政手段を利用して投資と消費が引締められた
が，しかしながら効果はあまりあらわれなかった。だから，所有制改革と価
格管理体制改革を通じて抑制すべきだという見解がみられてきた。
以上は，物館改革の三つの菌の論争を紹介してきた。最後に以上の論争に
ついて私見を簡単に述べておきます。
(1) 物価改革の方向について
この報告の第一部で，計画儒格という!日価格管理体制の弊替をのべた。し
たがって，価格改革が失敗したとかあるいは方向が間違っていたとは簡単に
は言えないと思われる。これまでの物価改革にも成功した菌もあり，市場価
格の導入，計器錨揺の緩和という改革の方向は間違っていないと思う。もは
や，二重価絡体制は，錨{護法則や市場需給法則に反するので続けてはいけな
いであろう。これからの方向は，ごく少数の重要物資を別として，大部分の
商品は市場価格にゆだねるべきである。しかし，市場髄格シ久テムを作った
からと言って計題管理がなくなるということではない。計繭管理の方式が変
わるだけである。つまり，国家が価格を定めるという蓋接的硬誼的な方式か
ら市場法射に則って生産者を誘導するという間接的柔軟な方式に変わるの
である。
(2) 改革の早さについて
改革は当然経済社会に大きな変動をもたらすので，この時期が長すぎると，
社会生産や社会生活は悪い影響をこうむるので物価改革を含む改革は早く遂
行すべきであり，また，改革の良い環境をつくるため，経済成長の速度をゆ
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るめるべきだと考える。ここ数年来の改革を省みると，悪循環で所有制を改
ると価格体制の障壁にぶつかり，価格体制を改革すると所有制の問題に
ぶつかってきた。所有制改革と鏑格を中心とする市場メカニズムの改革の間
には不可分な関連がある。どちらを優先しでも無理なので，二つの方向の改
は平行して進めるべきだと考えられる。
(3) 物価高騰を抑制方法について
ささほど物価高騰の原因は経済過熱と改革の足取の不整合性にあると分析
した。だから，このこつの簡を諜整すべきであるが，かといって行政手段で
経済過熱を持制するのは誤りと思う。 1985年の後半期と1986年の前半期にお
いて経済成長が落ちたにもかかわらず物価が棺変わらず上昇し続けたことを
注目すべきであろう。これは仔政的手段で経済過熱を抑制した結果だと忠わ
れる。行政手段は，経営成績の良し悪しにかかわらず一斉に企業活動をおさ
えるので，抑制すると景気の良い企業がうごけなくなり，足りない商品がー
りなくなる。抑制をやめると要らない商品がまた続けて生産されること
になる。だから投資，銀行，所有制度などの改革を通じて，抑制する他には
ないだと窓、われる。
注(1) r人民日報j(海外絞)1988年6月23日
(2) "臼本経済新聞j1988年6月288
(3) r光明日報J1988年 1月13日
(4) r人民自報j(海外版)1988年6月23尽
(5) 人民臼報j(海外版)1988年7月28 
(6) r人民日報j(海外絞)1988年2月258I一九八七年国民経済と社会発展につい
ての統計公報j
(7) r光明日幸町 1988年 l月13日
(8) r人民日報 1988年6月8日
追 記
(子箪)
(1988年 7月14El) 
f間際シンポジウムjといった晴れがましい席で報告するのは私にとって初めての経
験であった。このような機会を与えていただいた佐賀大学経済学会に感謝したい。長
野選先生には私のったない原稿に自を過していただき，長ーさ震な助言をいただいた。ま
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た，桑原幹夫先生は資料収集にご助力くださった。問先生に衷心より寸御礼申し上げる。
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